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Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る

「
教
育
ス
ク
ウ
ェ
ア
×
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
事
業
。�

　
こ
れ
は
、
教
育
現
場
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
導
入
し
、
そ
の
効
果
や
問
題
点
を
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
試
験
運
用
期
間
は
、
平
成
二
十
三
年
か
ら
最
長
三

年
間
の
予
定
で
毎
年
五
年
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。�

　
な
お
、
こ
の
事
業
の
対
象
校
に
選
ば
れ
た
小
・
中

学
校
は
、
関
川
村
の
ほ
か
に
、
秋
田
県
八
峰
町
（
三

校
）、
鹿
児
島
県
与
論
町
（
三
校
）、
神
奈
川
県
川
崎

市
（
一
校
）
、
岡
山
県
倉
敷
市
（
二
校
）
の
全
国
五

自
治
体
か
ら
十
校
で
す
。�

　
昨
今
の
学
力
低
下
の
実
態
は
、

学
ぶ
楽
し
さ
や
学
習
意
欲
の
喪

失
に
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ル
で
、
学
習

意
欲
が
向
上
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。�

　
電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
使
う
こ
と
で
「
具
体
的
な

学
び
」
が
で
き
て
、
よ
り
学
び

の
楽
し
み
を
再
確
認
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
学

ぶ
・
喜
ぶ
・
理
解
す
る
」
実
感

を
得
ら
れ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。�

　
ト
ラ
イ
ア
ル
が
始
ま
っ
て
ま

だ
間
も
な
い
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
表
情
は
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
喜
ん
で
授
業
に
取
り
組

み
、
自
分
で
課
題
解
決
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
五
年
生
が
対
象
学
年
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
は

六
年
生
も
使
え
る
よ
う
拡
充
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　ＩＣＴ教育は、コンピューターやネットワーク
などの情報通信技術を活用し、情報を収集する力、
整理する力、創造する力、表現する力などを育む
ことを目的としています。そして、子どもたちが
授業に対して、理解や興味、関心が高まることを
期待しています。�
　また、ＩＣＴを導入する以前に比べ、教師にと
っても、授業で使用する資料の準備作業が軽減さ
れたなどのメリットもあります。�

　関川小学校には、タブレット端末や電子黒板な
どの使い方について先生や児童にアドバイスした
り、学校との調整役として「ＩＣＴ支援員」が常
駐しています。�
　期間は、トライアルが終了するまでの予定です。�

ICT教育とは？�
　５年生児童全員にタブレット端末を配付し、教
室には電子黒板を設置しています。�
　タブレット端末は、授業で使用する端末のほか、
希望者には家庭用としてもう１台配付しました。
家庭用の端末は、主に学校と家庭の連絡網として
使われています。�
　電子黒板は、デジタル教材を見たり、テレビモ
ニターとして使用したり、さまざまな用途で使わ
れています。�
　児童用タブレット�
端末や電子黒板は、�
あくまで、授業をよ�
り分かりやすく、有�
効に進めるための、�
ひとつの道具として�
使われています。�

「タブレット端末」と「電子黒板」を導入�

ICT支援員が常駐�

▲タブレット端末�
（写真は家庭用に配付されて�
　いる端末と同型のもの）�

関川小学校�

川 村 三千男 校長�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に�

　
　
期
待
す
る
こ
と�
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授
業
を
見
学
し
た
保
護
者�

　
実
際
に
授
業
の
様
子
を
見
て

時
代
の
変
化
は
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
場
に
行
か
な
い

と
質
問
も
で
き
な
か
っ
た
し
、

情
報
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
、

教
室
に
い
な
が
ら
質
問
も
で
き

て
、
情
報
を
得
ら
れ
る
と
い
う

の
が
す
ご
い
。
せ
っ
か
く
こ
の

授
業
に
慣
れ
て
き
た
の
に
、
一

年
間
だ
け
で
な
く
も
う
少
し
続

け
て
ほ
し
い
。�

�

　五
年
生
児
童
の�

　
　五
十
嵐
佑
太
さ
ん（
上
関
）�

　
工
場
の
人
た
ち
か
ら
直
接
話

を
聞
く
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ

た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
自
由
自
在

に
使
え
る
か
ら
お
も
し
ろ
い
。

前
に
比
べ
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

電
子
黒
板
を
使
っ
た
授
業
の
方

が
お
も
し
ろ
い
。�

�

　五
年
生
担
任
の�

　
　加

藤

　

僚

教
師�

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
情
報
量
が

豊
富
で
す
ぐ
に
手
元
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
に

も
良
い
資
料
が
届
け
ら
れ
る
。

以
前
に
比
べ
、
資
料
の
準
備
も

楽
に
な
り
、
時
間
の
ロ
ス
も
な

く
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
学
習
に
対
す
る
意
欲
づ
け
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�

　「デジタル教材」とは、デジタルデータで表現
された静止画、動画、ＣＧ、シミュレーションな
どを使用した教材のことです。�
　特徴は、音声や映像が使われていることや、た
くさんあるデータの中から必要な部分だけを選ん
で使うことができるという点です。�
　現在、理科と社会科の授業で「デジタル教材」
が多用されています。理科の授業では、川の流れ
の映像を見たり、社会科では、グラフ映像を用い
て水産業につい�
て学びました。�
　今後、理科や�
社会科以外の授�
業での活用も検�
討されています。�
�

今、注目されている「デジタル教材」�
　電子黒板やタブレット端末、デジタル教材を使
った授業のほか、このような授業も行われていま
す。�

「交流授業」・・・�
　交流を図ることを目的に、電子黒板をモニター
として活用し、そこにお互いの映像を映し出して
行う授業です。今後は、他の対象校との交流授業
を検討しています。�

「ＩＣＴ授業」・・・�
　インターネット安全教室と題して、インターネ
ットの正しい活用方法やインターネットの危険性
などについて学びました。�

「子ども安全連絡網」・・・�
　登録している保護者に対して、緊急時の情報や
普段の学校からのお知らせなどを、メールや音声
機能を用いてお知らせしています。�

どんなことをやっているの？�

���

　
取
材
当
日
は
、
社
会
科
で
勉
強
し

て
き
た
日
本
の
工
業
（
自
動
車
製
造
）

に
つ
い
て
、
実
際
に
自
動
車
工
場
で

働
い
て
い
る
人
に
話
を
聞
い
て
み
よ

う
と
、
関
川
小
学
校
の
教
室
と
愛
知

県
豊
田
市
に
あ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
工

場
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
つ
な

ぎ
、
お
互
い
の
顔
を
電
子
黒
板
に
映

し
出
し
て
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

画
面
の
前
に
一
人
ず
つ
座
り
、
疑
問

に
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
直
接
質

問
し
、
回
答
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。�

　
今
ま
で
は
、
教
科
書
を
使
っ
た
り

教
師
が
作
成
し
た
資
料
を
見
た
り
し

て
授
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
ま
で
の
情
報
に
プ
ラ
ス
し
て
、
教

室
に
い
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が

図
れ
た
り
、
必
要
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

こ
ん
な
こ
と
も
可
能
！�

教
室
と
工
場
を
つ
な
い
で
授
業�

▲自動車工場の社員が映し出された電子黒板の前に座り、直接質問や�

　提案をする児童。教室にいながら、愛知県にいる工場の人たちに質�

　問をして、いろいろなことを教えてもらいました。�

保
護
者

保
護
者
・
児
童
児
童
・�

　
　
　
教
師
の
声

　
　
　
教
師
の
声�

保
護
者
・
児
童
・�

　
　
　
教
師
の
声�


